
  

２０１９年７月２日 
会 員 各位 
関係者 各位 

食農資源経済学会 
会長  堀田 和彦 

 
２０１９年度 食農資源経済学会 第１３回大会（福岡大会）のご案内 

 
時下，益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
さて，２０１９年度食農資源経済学会第１３回大会（福岡大会）を下記のとおり開催いたします。 
多数ご参加いただきますようご案内申し上げます。 
 

記 
【１】日 程 

 ８月３０日〔金〕 ◇エクスカーション １１：５０～１７：００ 

 ◇理事会 １７：３０～１９：３０ 

 ８月３１日〔土〕 ◇報告討論会 ９：００～１７：００ 

 ◇学会誌編集委員会 １２：００～１３：００ 

 ◇総会・理事選挙 １３：００～１４：２０ 

 ◇新理事会 １７：３０～１８：００ 
 ◇懇親会 １８：１０～２０：１０ 

 ９月 １日〔日〕 ◇研究報告会 ９：００～１６：００ 

 

【２】会 場 

◎大会会場 九州産業大学 ３号館３階 〒813-8503 福岡市東区松香台 2－3－1 

※会場周辺には多数の飲食店およびコンビニエンスストアがありますのでご利用ください。

お弁当等は準備しません。 

※なお，３１日〔土〕の学会誌編集委員会に出席される方にはお弁当を用意します。 

    

◎懇親会会場 九州産業大学１号館１階 「オアシス」 

 

８月３０日〔金〕 

 ◇エクスカーション（11:50～17:00）・・・・福岡市西区・糸島方面 

    ◇理事会     （17:30～19:30）・・・・九州産業大学３号館３階 

８月３１日〔土〕 

    ◇報告討論会   （ 9:00～17:00）・・・・九州産業大学３号館３階 

    ◇報告討論会（座長・報告者・コメンテーター）打ち合わせ 

             （12:00～13:00）・・・・九州産業大学３号館３階 

    ◇学会誌編集委員会（12:00～13:00）・・・・九州産業大学３号館３階 

    ◇総会・理事選挙 （13:00～14:20）・・・・九州産業大学３号館３階 

    ◇新理事会    （17:30～18:00）・・・・九州産業大学３号館３階 

    ◇懇親会     （18:10～20:10）・・・・九州産業大学１号館１階「オアシス」 

９月 １日〔日〕 

◇研究報告会   （ 9:00～16:00）・・・・九州産業大学３号館３階 



  

 
【３】エクスカーション 

 今回のエクスカーションでは，福岡県における６次化の取り組みの現状や，直面する経営上の

課題などについてお話をうかがうことを計画しています。 

 まず昼食を兼ねて博多和牛の肥育農場が直営する“農家レストラン”「堀ちゃん牧場」（今宿駅

前店）への訪問を予定しています。お会計は，現地にて個々にお願い致します（昼食代：1000円

程度）。その後，日本最大規模の売り上げを誇る農産物直売所「伊都菜彩」などの訪問を予定して

います。（諸事情により旅程が変更となる可能性がございます。学会ホームページでお知らせしま

すので，随時ご確認ください。） 

 なお，バスの座席に限りがあるため，先着順により満席（20名）になり次第締め切らせていた

だきます。そのため，エクスカーションへの参加を希望される方は，早めに参加申し込みハガキ

をお出し下さい。参加費は 1,000 円です（当日乗車時に徴収。昼食代とは別。）。 

 

 

［エクスカーションのスケジュール］ 

11時 40分までに中村学園大学正門ロータリーに集合してください。 

11:50      中村学園大学から大学バスで出発 

12:30～13:30  「堀ちゃん牧場」（今宿駅前店）にて昼食 

14:00～15:30 糸島地区において「伊都菜彩」など６次化の取り組み見学 

17:00     天神日銀前，九州産業大学にて下車 

 

※乗車と下車の場所が異なりますのでご注意ください。 

※旅程の詳細や変更等は，学会ホームページで随時お知らせいたします。 

 

 

［エクスカーション参加者集合場所］（中村学園大学正門ロータリー） 

福岡市城南区別府 5-7-1（福岡市営地下鉄七隈線別府駅徒歩約 3分） 

 

 



  

【４】報告討論会 

 
共通テーマ 『 生産調整政策転換と水田農業の展開－北九州地域を中心に－ 』 

 

9:00～ 9:05 学会長挨拶  堀田和彦（ 東京農業大学 国際食料情報学部 ） 

9:05～ 9:20 座長解題   磯田 宏（ 九州大学 ）・豊 智行（ 鹿児島大学 ） 

 

報告討論会各報告時間 

9:20～10:00  第１報告「米政策改革過程における生産調整政策転換の位置と 

2018年産実態の特徴（仮題）」 

小池晴伴（ 酪農学園大学 ） 

10:00～10:40 第２報告「福岡県における政策転換下の生産調整と水田農業（仮題）」 

飯田真治（ 福岡県農業協同組合中央会担い

手・営農サポートセンター長 ） 

共同報告者：山口和宏（ 公立鳥取環境大学 ） 

10：40～11:20 第３報告「熊本県における政策転換下の生産調整と水田農業（仮題）」 

坂井教郎（ 鹿児島大学 ） 

11：20～12:00 第４報告「消費・需要・販売構造の現局面と生産調整政策転換 

－卸売業者の動向から－（仮題）」 

髙山和幸（ 九州産業大学 ） 

 

12:00～13:00 昼食 

13:00～14:20 総会 

 

14:20～14:50 コメント（２人・各 15分） 

       第１コメンテーター： 椿 真一 （ 愛媛大学 ） 

       第２コメンテーター： 杉原浩樹 （ 佐賀県農業協同組合中央会参事 ） 

 

14:50～16:50 討論 

 

 

 

【５】研究報告の申込み 

 報告希望者は，７月３１日［水］まで必着にて，報告要旨 1 ページ分（「研究報告要旨作成要

領」参照）のデータファイル（Microsoft Word）を電子メールに添付し，メールの件名を「研究

報告申し込み・氏名」として下記の学会事務局宛に送信してください。 

 なお，研究報告会での発表を希望される未入会の方は，申込締切までに，入会申請手続きと年

会費（2019 年 8月 1日～2020年 7月 31日分）の支払いを行ってください。 

報告時間は15～20分の予定です。報告順，時間等については追って学会HPに掲載いたします。 

 

研究報告要旨送付先：食農資源経済学会事務局  長命 洋佑 
E-Mail：jimu@shokunoshigen.jp 
〒819-0395 
福岡市西区元岡 744 ウェスト５号館 
九州大学大学院 農学研究院 農業資源経済学部門内 

 

 

 



  

 

【６】費用等 

  ①大会資料代（大会参加費）： 2,000円 

  ②エクスカーション参加費 ： 1,000円 

  ③懇親会費        ： 4,000円（学生会員 2,000円） 

 



  

【７】会場へのアクセス・学内案内図 

  ※詳細は各社 HPよりご確認ください。 
   J R 九 州：http://www.jrkyushu.co.jp/ 
   西 鉄 バ ス：http://www.nishitetsu.jp/bus/ 
   福岡市営地下鉄：https://subway.city.fukuoka.lg.jp/ 

 

http://www.jrkyushu.co.jp/
http://www.nishitetsu.jp/bus/
https://subway.city.fukuoka.lg.jp/


  
 



  

 

【８】宿泊先 

 ホテル等宿泊先は各自で予約をお願いします。 

 

 

【大会についてのお問合せ先】 

  第１３回大会（福岡大会）についてのお問合せは，次のいずれかにお願いします。 

 

  ①大会実行委員長  内山敏典（九州産業大学） 

   実行委員会事務局 外園智史（九州産業大学） 

   Tel. 092-673-5286 

      E-mail: hokazono@ip.kyusan-u.ac.jp 

      〒813-8503 福岡市東区松香台 2－3－1 九州産業大学経済学部 

 

  ②エクスカーション担当（福岡県理事） 新開章司（福岡女子大学） 

   Tel. 092-661-2411（代）/ Fax. 092-661-2420  

      E-mail:  shinkai@fwu.ac.jp 

      〒813-8529 福岡市東区香住ケ丘 1-1-1 

      福岡女子大学 食料経済学研究室 
以上 

 



   

研究報告要旨作成要領 
 
１． 書式 

1） A４判横書き。横 35 文字×縦 32 行以内（800 字程度）とする。 

2） 見本にあるように上下、左右にそれぞれ必要な余白を取る。 

 
２． 構成 

1） 1 枚目の用紙 

 第 1 行 題目＜行の中央に置く＝センタリング＞ 

 第 2 行 空白＜但し、副題がある場合はハイフンで閉じる－副題－＞ 

 第 3 行 氏名（所属）＜行の中央に置く＝センタリング＞ 

 第 4 行 空白 

 第 5 行 本文 

 

 
 第 32 行 

 
2） 題目が 2 行以上にわたる場合や副題がつく場合は、第 2 行以下を繰り下げる。

その場合、印字範囲の枠をはみ出さないよう本文の行を削る。 

 
３． 設定 

用紙のサイズ A4  上端マージン 30 ミリ 

紙の置き方 縦書き 下段マージン 30 ミリ 

1 行文字数 35 文字 左端マージン 30 ミリ 

1 ページ行数 32 行       右端マージン 30 ミリ 

文字方向 横書き ページ番号 付けない 

フォント MS 明朝 

(題目は MS ゴシック) 

フォントサイズ   12 ポイント 

 

見本：用紙は A4 判（外枠を A4 判用紙と見立て下さい。） 

                                           

                                          30mm 
 

研 究 報 告 題 目 

1 行あける（副題がある時は 1 行づつ繰り下げる） 

氏名 （所属    ） 
1 行あける 

       本報告は・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

      ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 行 35 文字・ ・ ・ ・ ・ ・  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   30mm                                                                30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            （行数 32 行）     

                        30mm 

 


